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複合交信撹乱剤を使用してりんごの主要害虫防除を実施する場合、果実被害に直結する

モモシンクイガの密度に応じた防除体系をとる。フェロモントラップに年間約 100 頭以上

捕殺される場合には、撹乱剤設置後に１～２回の殺虫剤散布が必要であり、約 100 頭以下

の場合は殺虫剤散布が省略できる。 
 
 複合交信撹乱剤（商品名：コンフューザーＡ）は、りんご主要害虫であ

るモモシンクイガ、キンモンホソガ、リンゴコカクモンハマキ、リンゴモ

ンハマキ、ミダレカクモンハマキ、ナシヒメシンクイの６種を対象とした

フェロモン剤である。これには直接的な殺虫作用はなく、雌成虫が放出す

るフェロモン成分を園内に充満させることにより、雄成虫と雌成虫の交尾

確率を低下させ子孫の増加を抑制する。 
10ａあたり 200 本の割合で設置するが、全量の８割を全樹の目通りの

高さに設置し、残り２割を園地外周部や傾斜地の上部等、フェロモン濃度

が薄くなりやすい部分に設置する。 
 

表１ 交信撹乱剤設置後の防除実績およびモモシンクイガの被害果率とフェロモントラップ効果 

年次 実施場所（面積） 殺虫剤散布日および農薬名 
交信撹乱区 
被害果率 

慣行防除区 
捕殺数 

Ｈ６ 大東町（1.9ha） 6/18 ＢＴ＋デミリン  ０％ １１８ 
Ｈ７ 大東町（1.9ha） 6/10 デミリン  ０％  １０ 

Ｈ８ 花巻市（1.9ha） 
6/26 モスピラン 
7/ 6 サイアノックス 

 ０％ ２２４ 

Ｈ９ 花巻市（1.9ha） なし  ２％ １４５ 
Ｈ10 花巻市（1.9ha） 6/26 モスピラン  ０％ １２２ 

Ｈ11 花巻市（1.9ha） 6/14 モスピラン 
0.4％ 

(無散布区 4.0%) 
 ９５ 

Ｈ11 江刺市（2.1ha） なし  ０％  ２６ 
Ｈ12 花巻市（1.9ha） 6/22 ダーズバン  ０％ １７３ 
Ｈ12 江刺市（2.1ha） なし 4.3％  ９５ 

（備考）1. 花巻市の圃場は水田転作地で、小面積（５～40ａ）園地が点在している。 
    2. 捕殺数は、フェロモントラップに誘殺された雄成虫の総数。 
    3. Ｈ６、Ｈ７のＢＴ剤やデミリンは、モモシンクイガに効果がない。 
    4. Ｈ９の被害果率は、調査した４園地の平均値。 
    5. Ｈ11 の無散布区は、交信撹乱区内の 10ａ分についてモスピランを散布しなかったもの。 
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図１ モモシンクイガ密度に応じた複合交信撹乱剤利用時の防除体系 

↑：殺虫剤散布  Ａ：複合交信撹乱剤設置  （↑）：場合によっては必要 
 

 少発園地（フェロモントラップ年間捕殺数約 100 頭以下、例年被害果がない、周辺に庭木果樹がな

い場合）では交信撹乱剤設置後の殺虫剤散布が省略できるが、多発園地（フェロモントラップ年間捕

殺数約 100 頭以上、例年被害果がある、周辺に庭木果樹がある場合）では越冬世代の防除（２化型優

先地帯）では６月下旬、１化型優先地帯では７月中旬）に殺虫剤を散布する。 

 複合交信撹乱剤を利用すると、慣行防除体系と比較して４～６回の散布回数削減が可能である。 
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